
御中
JRA基準 飲料水 スピリオンｽｹｰﾙ腐食 補給水 基準 井戸水 抑制範囲60-90℃〇 〇 7.0-8.0 5.8-8.6 6.8 6.0-9.06.0-9.06.0-9.06.0-9.0〇 〇 ２　電気伝導率 μS/cm 300≧ 700≧ 230 500>500>500>500>〇 ３　塩化物イオン mg Cl- / ㍑ 30≧ 13〇 ４　硫酸イオン mg SO42- / ㍑ 30≧ 13〇 ５　M-アルカリ度 mg CaCO3 / ㍑ 50≧ 78 100>100>100>100>〇 mg CaCO3 / ㍑ 70≧ 300≧ 75 200>200>200>200>〇 mg CaCO3 / ㍑ 50≧ 43 150>150>150>150>〇 mg SiO2 / ㍑ 30≧ 14 50>50>50>50>〇 〇 ９　全鉄 mg Fe / ㍑ 0.3≧ 0.3≧ 0.01〇 １０　銅イオン mg Cu / ㍑ 0.1≧ 1.0≧ -〇 １１　硫化物イオン mg S2- / ㍑ 検出なき事 -〇 １２　アンモニウムイオン mg NH4 / ㍑ 0.1≧ -〇 １３　残留塩素 mg Cl /㍑ 0.3≧ -〇 １４　遊離炭酸 mg CO2 / ㍑ 4.0≧ -〇 〇 １５　安定度指数 - -硝酸性窒素及亜硝酸性窒素ｲｵﾝ mg N / ㍑ 1.2有機物等（過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ消費量） mg / ㍑ 10≧ 2.25≧ 02≧ 0（光電比色法並びにﾃﾞｼﾞﾀﾙ滴定に拠る測定）、　　*印は弊社判断基準です 註）　太数字太数字太数字太数字はJRA基準値外を示す※水質は地域・季節・水脈によって変動する事があります。※水質は地域・季節・水脈によって変動する事があります。※水質は地域・季節・水脈によって変動する事があります。※水質は地域・季節・水脈によって変動する事があります。註）　JRA（日本冷凍空調工業会）判断基準では、「基準項目の内一つでも外れていればｽｹｰﾙ傾向若し　　　くは腐食傾向にあると判断する」、としております。

傾向因子

８　イオン状シリカ
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試　　　料

　　　濁　　　度

６　全硬度７　カルシウム硬度

エコキュート向けとして；

【改善提案】

Fax: 03-3865-7392ご依頼の水質分析結果（社内分析による）を下記の通りご報告申し上げます。 水質分析結果報告書代理店：***************** 〒101-0032 東京都千代田区岩本町 3-8-15***************************採水場所： [分析者：＊＊]　　　外　　　観対象： ＪＲＡ　高位中温水系　基準　⇔　飲料水
１　pH(25℃)

　　　色　　　度
【井戸水】

項    　　目 分析日時 ： 平成２９年３月１７日No. 試料採取日時 ： 平成 ２９年３月１３日

【所見：***】

参考項目

基準項目

所　　　見
無機イオン成分（ｶﾙｼｳﾑ･ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ）を含み、高温水で使用する場合には、結晶性の硬質スケールが徐々に生成付着し、熱交換効率低下や熱源機詰まり等のトラブルが発生する恐れがあります。エコキュートの給水ラインにスピリオン活性装置（型式：EHタイプ）の設置をお勧め致します。スピリオンで活性化した水を供給する事でスケール成分は抑制され、結晶スケールとして付着する事は改善されます。井戸水・地下水等をご利用の場合は、季節・水脈により水質も変動する事があり簡易フィルター（弊社取扱い推奨品：UPフレッシャー２５０）との併設を推奨致します。又、井戸水等を飲料水用として使用する場合には、事前に保健所の水質検査が必要になります。


